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『
す
て
き
で
す

子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
温
室
、

自
然
と
蓄
積
達
が
私
に
語
り
か
け
て
く
れ
ま

す
。現
在
、
約
初
品
種
を
一

年
通
じ
て
育
て
上

げ
て
い
ま
す
。

植
物
を
育
て
る
の
に
答
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
形
と
な
っ
て
表
れ

ま
す
。
そ
ん
な
自
分
た
ち
の
思
い
を
込
め
た

花
あ
る

喜
S
し」

山
之
上

本

正
樹

花
た
ち
を
皆
さ
ま
の
生
活
の
中
に
お
届
け
す

る
。
そ
れ
が
私
の
仕
事
で
す
。

花
は
そ
の
美
し
さ
を
見
る
楽
し
み
ゃ
、
香

り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
効
能
を
楽
し
む

方
法
が
あ
り
ま
す
。
蓄
積
で
あ
れ
ば
、
美
容

効
果
、
疲
労
回
復
、
精
神
安
定
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
切
な
人
へ
の
贈
り
物
と
し
て
も

大
変
喜
ば
れ
ま
す
。

ご
家
庭
の
食
卓
に
一
輪
の
花

が
飾
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り

ま
す
よ
。

課鵬

お

花
が
持

つ
大
き
な
パ
ワ
ー

計
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
1

プ的
そ
ん
な
想
い
を
胸
に
日
々
花

開
達
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。

俳

皆

様

も

花

あ

る

暮

ら

し

提開

を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！
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描
く
こ
と
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私
の
家
は
農
家
で
す
。
長
男
の
私

は
、
「
家
の
後
継
ぎ
だ
」
と
言
わ
れ
て

育
て
ら
れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
の
遊
び

場
は
田
畑
で
あ
り
、
農
業
環
境
ど
っ

ぷ
り
の
中
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
進
学
時、
ど
う
せ
勉
強
す
る
の

な
ら
将
来
役
に
立
つ
と
こ
ろ
へ
行

こ
う
と
、
草
津
の
湖
南
農
業
高
校
に

決
め
ま
し
た
。
こ
の
時
が
、
農
業
へ

の
進
路
を
自
ら
決
め
、
夢
を
描
く
入

山
之
上

竹
中

安
博

口
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
大
学
校
で

は
、
地
元
の
山
之
上
農
林
公
園
の
整

備
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い

、
果
樹

（
桃
）
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
先
進

農
家
へ
の
研
修
で
は
、
長
野
県
に
お

世
話
に
な
り
、
こ
の
時
に
見
た
樹
の

仕
立
て
方
や
味
が
、
私
の
桃
の
専
業

農
家
に
な
り
た
い
と
決
心
さ
せ
た

瞬
間
で
し
た
。
そ
の
後
の
社
会
経
験

に
お
い
て
も
、
た
く
さ
々
の
方
々
か

ら
、
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て

頂
い
た
事
に
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

考
え
る
と

、
「
育
っ
た
環

境
、
自
ら
進
路
を
決
め
る
、

た
く
さ
ん
の
経
験
と
出
合

い
、
そ
し
て
夢
を
持

つ
」
こ

れ
は
今
の
自
分
が
あ
る

中

で
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
夢

の
肉
付
け
に
、
現
実
の
厳
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
さ

を
持

っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
事
組
合
法
人

フ
ァ
ー
ム
須
恵
の
里

自
闘
闘
岡
田
岡
’
平
成
初
年
ロ
月
日
日

倫
嗣
闘
幽
回
一
切
水
稲
、
麦
、
大
豆

筒
嗣
回
目
岡

W
HU戸

備
嗣
困
問
問
回

目
ヘ
ク
タ
ー
ル
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法
人
設
立
の
経
緯

須
恵
の
営
農
組
織
は
、
平
成
同
年
に

特
定
農
業
団
体
の
認
定
を
受
け
、
こ
れ

を
機
に
大
型
機
械
の
導
入
を
図
り
な
が

ら
、
麦
作
を
中
心
と
し
た
作
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
変
厳
し
く
、
離
農
者
も
増
加

し
後
継
者
の
育
成
も
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
す
。

ま
た
、
作
業
に
出
役
す
る
人
は
固
定

化
さ
れ
、
組
織
の
弱
体
化
が
表
れ
て
き

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
区
内
の
農

地
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
危
倶
さ
れ
ま

し
た
。

第92号＠

こ
れ
以
上
離
農
者
を
出
さ
な
い
、
地

区
内
の
農
地
は
自
分
た
ち
で
守
る
、
ま

た
国
・
県
の
施
策
に
対
応
で
き
る
組
織

構
築
を
図
る
た
め
、
現
行
の
組
合
を
解

散
し
て
今
回
の
法
人
化
の
立
ち
上
げ
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

基
本
方
針

・
農
業
を
通
し
て
地
域
活
性
化
の
一
助

を
担
う
。

・
農
業
を
通
し
て
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

・
農
業
を
通
し
て
若
者
が
集
え
る
場
を

提
供
す
る
。

直播田植機の点検作業

農
事
組
合
法
人

フ
ァ
ー
ム
弓
つ
く
り
の
郷

今
日
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
「
弓

削
の
農
地
を
み
ん
な
で
守
り
、
農
地
保

全
・
地
域
活
性
化
に
努
め
る
1

」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
未
来
に
継
承
で
き
る
、
そ

し
て
地
域
の
誰
も
が
参
画
で
き
る
新
た
な

農
業
の
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
く
、

農
事
組
合
法
人
フ
ァ

ー
ム
弓
つ
く
り
の
郷

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

法
人
設
立
の
経
緯
は
、
平
成
同
年
8
月

の
弓
削
営
農
組
合
総
会
に
お
い
て
、
特
定

農
用
地
利
用
規
定
の
承
認
の
も
と
弓
削
農

業
生
産
組
合
が
特
定
農
業
団
体
と
し
て
位

置
付
け
さ
れ
、
麦
の
協
業
化
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
お
年
に
水
稲
の

協
業
化
を
視
野
に
「
弓
削
の
農
地
を
考
え

る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
M
年
産
米
か

ら
水
稲
の
協
業
化
に
も
取
り
組
み
、
さ
ら

に
平
成
お
年
に

「
法
人
化
準
備
委

員
会
」
を
設
置

し
、
水
稲
作
付
6

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
取

り
組
む
中
、
法
人

設
立
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

白
幽
闘
固
回
同
・
平
成
幻
年
2
月
M
A

日

倫
嗣
闘
幽
回
一
切
水
稲
、
そ
ば
、
作
業
受
託

筒
嗣
固
目
闘
捌

臼
戸

自
嗣
困
問
問
回

目
ヘ
ク
タ
ー
ル

E軍軍盟圃
理事会（7名）

「Tl「
施機生総
設械産務
部部部部

水設作企
路備付画
圏計計

場画画童． 
等管生
の理産堕
住吉 ・ 、J 年F

軍理 由

）守霧

私
た
ち
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
弓

削
の
豊
か
な
田
園
を
守
り
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ー
ム
弓
つ
く
り
の
郷

は
、
地
域
組
織
と
密
接
に
結
び
付
き
、
水

利
・
農
地
・
農
村
環
境
を
含
め
た
集
落
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

弓削農機具格納庫

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
組
織
的
に
も
経

営
的
に
も
法
人
の
体
を
な
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
営
農
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

効
率
的
に
営
ま
れ
る
姿
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
山
積
す
る
課
題
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
み
ん
な
が
集
う
農
業
、

み
ん
な
が
助
け
合
う
農
業
、
そ
し
て
明
る

く
楽
し
い
農
業
を
目
指
し
ま
す
！
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竜王町農業委員会では、平成27年度の農業施策や予算について

昨年の12月に町長へ建議を行いました。これに対し町長から回答さ

れた内容を基に5月11日の総会終了後、町長との意見交換会を行い

ました。これは、農業が置かれている厳しい現状と今後の取り組み

事項を共有していこうと開催したもので、「担い手対策」、「農地の

保全」、「米価下落に対する経営支援」ゃ「災害に対する支援」など

今後の農業について、町の農業施策について熱く意見を交わしまし

た。

今年度も竜王町農業委員会は、竜王町の農業行政がしっかりと行

われていくよう、チェックしていきます。

竜王町からの回答

＠第92号

［担い手対策の充実について ぷ価下落に対する経営支援について l 
個人認定農業者の発掘（動機付含む）・育成と後継者 米価の下落に対して町から金銭的な補助をする事は、根

対策については関係機関と連携を取りながら推進し、ソフ 本的な解決ではない。農家の大規模化、直播等のコスト削

ト面において町独自の「土産土法」ビジネスサポート事業 減の取り組みが重要である。全国には多数の良い事例があ

の経済的支援を中心に、意欲を持って就農および新たな り、町としては、ヒントにしていきたい。

取り組みが出来るようにしていきたい。

（農地の保全について : TPP交渉への対応について J 
農業用施設の長寿命化については、国営・県営で取り組 固の動向を監視し、「TPPから県民のいのちとくらし／

んでいるが、その先は町で予算付けをしていかねばならな 医療と食を守る県民会議」と連携し、要請活動を行う。

いと考える。有害鳥獣対策は、広域での取り組み案件で、

東近江全体で被害防止を定めて進めている。

（災害に対する支援について ） 
日野川対策は、従来から国直轄でと要望をしてきたが、 昨年、県も重い腰を上げて頂いた。しかし、抜本的な対応は川

下からが基本であり、 時聞がかかる。それまでに、すぐに対応が必要と思われる危険箇所については日野川に限らず祖父

川についても連絡を頂きたい。

農業委員会からの要望
－道の駅アグリパーク竜王のパーク内の整備および駐車場の増設

・6次産業化の推進

／ 

、‘

司＠鳳＠刊周敏島地~－曽田冨~周因習す
食料の生産基盤である優良農地の確保と有効利用の促進を図っていくため、「遊休農地の実態把握・発生

防止」ゃ 「違反転用の発見・防止」を目的として、 10月・11月に農地パトロールを実施します。
農地を所有されている方については、農地の適正な管理をお願いします。
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7
月
比
日
と
日
日
、
香
川
県
へ
先
進

地
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

目
的
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
作
り
手
不
足
で
増
加
し
た

「
遊
休
農
地
」
の
解
消
対
策
、
後
継
者

確
保
対
策
を
学
ぶ
た
め
で
す
。
竜
王
町

農
業
委
員
会
で
も
長
年
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
効
果
的
な
対

策
を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

み

と

よ

そ
こ
で
、
香
川
県
の
三
豊
市
農
業
委

員
会
が
「
遊
休
農
地
」
解
消
に
成
果
を

上
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
近
く

に
新
た
な
作
り
手
を
育
成
す
る
法
人
が

竜王町農業委員会だより第92号＠

あ
る
こ
と
か
ら
、
行
き
先
を
香
川
県
に

決
定
し
ま
し
た
。

三豊市農業委員会にて

三
豊
市
農
業
委
員
会
は
、
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
平
成
お
年
か
ら
「
委

員
一
人
一
筆
遊
休
農
地
解
消
運
動
」
を

実
施
さ
れ
、
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
に
よ
り
広
く
ア
ピ

ー
ル
さ
れ
、
子
ど

も
会
や
小
学
校
、
地
元
の
人
や
企
業
を

巻
き
込
ん
で
「
遊
休
農
地
」
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果、

6
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
「
遊
休
農

地
」
を
解
消
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

翌
日
は
、
三
豊
市
の
隣
の
市
で
あ
る

善
通
寺
市
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
レ
タ

ス
、
青
ね
ぎ
、
水
稲
な
ど
を
作
ら
れ
て

い
る
「
株
式
会
社
近
藤
農
園
」
を
訪
ね

ま
し
た
。
国
内
外
の
新
規
就
農
希
望
者

叩
名
程
度
を
常
時
受
け
入
れ
、
野
菜
の

栽
培
技
術
や
農
業
経
営
の
仕
方
ま
で
教

え
て
、
毎
年
l
、
2
名
を
独
立
さ
せ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
竜

王
町
で
の
「
遊
休
農
地
」
の
解
消
や
後

継
者
確
保
の
手
段
と
し
て
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

株式会社近藤農園にて

．

．

．

．

．

．

．

 

－
 

H

昨
年
は
、
米
価
の
下
落
な
ど

“

．
 

．

に
よ
り
農
業
者
は
大
打
撃
を
受

“

日

け
ま
し
た
。
国
は
生
産
コ
ス
ト

“

”
を
下
げ
る
手
段
と
し
て
農
地
中

日

．
 

日

間
管
理
機
構
に
よ
り
農
地
の
集

“

日

約
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

“

日

加
え
農
家
の
後
継
者
不
足
と
高

“

日

齢
化
に
よ
り
離
農
さ
れ
る
農
家

“－
 

H

も
増
え
て
い
ま
す
。

日

最
近
で
は
企
業
の
参
入
も
見

“－
 

H

受
け
ら
れ
る
事
か
ら
集
落
内
で

“

日

の
農
業
者
の
育
成
や
集
落
営
農

“

．
 

”

の
法
人
化
は
急
務
で
あ
る
と
思

“

日

わ
れ
ま
す
。

“

日

そ
の
他
、
農
業
を
取
り
巻
く

“

日

状
況
に
は
農
協
・
農
業
委
員
会

“

…

改
革
や

T
P
P
お
よ
び
米
価
の

…

“

下
落
対
策
等
問
題
が

山
積
で

“

．
 

・

す
0

・－
 

H

我
々
は
先
の
見
え
な
い
今
、

“

日

進
路
を
誤
る
事
の
無
い
よ
う
努

“

．
 

・

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

．・

“

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撞
の
程

“

日

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日

（

N
）
“
 ．
 

一

1
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